
１．はじめに

　我が国の伝統工芸は、生活様式や市場の変化に加えて、
職人の高齢化や後継者不足といった問題もあり減少の傾向
にある。一方で近年、伝統工芸とデザインの協働（コラボ
レーション）により現代の消費者のニーズに合わせた商品
が、日本のみならず海外市場においても高い評価を受ける
など注目されている。そのため、デザインの活用による伝
統工芸の需要の拡大や産地の活性化に向けた期待も高まっ
ている。
　これに対し、我が国の大学におけるプロダクトデザイン
教育（以下：デザイン教育）は主に近代産業に向けたデザ
イナー育成を目的としてきたこともあり、多くの大学にお
いて、伝統工芸教育（以下：工芸教育）とデザイン教育は
異なる学科やコースとして行われている。そのため、両教
育の関係を調査し評価することは、今後の日本の伝統工芸
の有り方や人材育成を考える上で重要であると考えられる。
本稿では、大学における工芸教育とデザイン教育について、
歴史、科目構成、および学生作品を比較することで、両教
育の現状と今後について考察する。

２．伝統工芸とデザインの関係

　日本における伝統工芸の位置付けは、生活様式の変化や
価値観の多様化などから変化しており、単に閉じた領域と
して存続することは困難となってきている。経済産業省に
よると、昭和50年代には5,000億円以上あった伝統工芸
の生産額は、平成21年には1500億円程度と約1/4であ
り、企業数、従事者数とも減少傾向にある［注１］。また、
伝統工芸の産地組合に所属する職人構成も60代が中心と

なるなど高齢化の進行と合わせ、後継者不足も大きな問題
となっている。
　一方、受け継がれた匠の技による、日本の伝統工芸の持
つ魅力は近年見直されつつある。この評価の兆しを日本の
ブランドとして形成していくための取組として、経済産業
省は2016年６月に「Craft Meetプロジェクト」として
日本各地に埋もれた伝統工芸の技術を海外目線で再評価し、
海外需要を発掘していくプロジェクトを開始している［注
２］。
　これに対し、近代デザインを主軸に全世界的に発展して
きたデザイン分野においても、近年、伝統工芸をはじめと
する地場産業と接続し協働することで新たな可能性を模索
し、地域社会とともに発展の可能性を探求する動きが生じ
ている。
　ルイヴィトンやエルメスといった海外の高級ブランドと
日本の伝統工芸とのコラボレーション商品が開発されてい
ること［注３、４］、また内装に地元の伝統工芸品を大幅
に取り入れたJR九州のクルーズトレイン「ななつ星」（図
１）が人気を集めるなど［注５］、伝統工芸とデザインの
協働が注目を集めている。さらに、富山県高岡市にある鋳
物工場がデザイナーと協働で開発した、自由に曲げて使用
することのできる錫（すず）の籠（図２）が海外でも高い
評価を得るなど［注６］、伝統工芸として受け継がれた職
人の技術を活かしつつ、現代の消費者のニーズに合わせた
デザインが施された商品は高い評価を受けている。
　以上のように、伝統工芸の産業としての規模は以前と比
較して縮小しているものの、デザインとの協働による新た
な市場の創出は多く見られる。そのようななか、2016年
10月から2017年3月まで、金沢21世紀美術館で「工芸
とデザインの境目展」と名づけられた展示会が開催された。

我が国の伝統的工芸品産業（以下：伝統工芸）は、生活様式や市場の変化に加えて、職人の高齢化や後継者不足といった問題もあり減少の
傾向にある。しかし近年、伝統工芸品の丁寧な仕上がりは再評価を受けるとともに、伝統工芸とデザインの協働により現代の消費者のニー
ズに合わせた商品が高い評価を受けるなど両者の関係は注目され、海外需要の拡大に向けた期待も高まっている。これに対し、大学におけ
る伝統工芸教育とデザイン教育の多くは異なる学科やコースとして行われている現状がある。そのため、これからの伝統工芸教育とデザイ
ン教育を考えるにあたり、両教育の関係を調査し評価することは重要であると考えられる。本稿では、大学における伝統工芸教育とデザイ
ン教育の科目構成と学生作品を比較することで、両教育の現状と今後について考察する。

The traditional craft industry in Japan has declined in recent decades due to the aging of craftsmen, a shortage of successors, and lifestyle 
and market changes. On the other hand, the precise finish of Japanese traditional crafts are being reevaluated and the expectations for 
overseas demand are increasing. Contemporary consumers have highly evaluated products manufactured in collaboration with designers. In 
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departments. Consequently, the relationship between traditional craft education and design education at universities must be assessed to 
develop future crafts and design education methods. In this research, I consider the present condition and the future relationship of both 
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プロダクトデザイナーの深澤直人が企画監修者となった同
展示会では「プロセスと素材」、「手と機械」、「かたち」、
および「さび」をテーマとした観点から工芸とデザインを
見つめ直すことにより、それらの境目を浮き彫りにするこ
とを目的とした展示がおこなわれた。同展の期間中の来場
者は25万人を数え［注７］、伝統工芸とデザインの関係に
対する注目の高さが伺えた。

３．工芸教育とデザイン教育の歴史

　日本における美術教育の草分けとして、1887年（明治
20年）に設立された東京美術学校（現：東京芸術大学）
では、1889年に専修科美術工芸として、まず工芸教育（金
工・漆工）を開始し［注８］、その後、1896（明治29）
年に図按科としてデザイン教育を開始している［注９］。
　また、他の美術大学における工芸教育とデザイン教育の
歴史においても、同様に工芸部や工芸科などとしてまず工
芸教育を開始し、その後、図案科、工業意匠、およびデザ
イン科などとしてデザイン教育を開始している例が多く見
られる［注10～12］。

　東京美術学校（現：東京芸術大学）
　　1889（明治22）専修科美術工芸部
　　1896（明治29）図按科
　帝国美術学校（現：武蔵野美術大学）
　　1929（昭和4） 工芸案科
　　1947（昭和22）工芸美術･生産工芸
　　1954（昭和29）デザイン科
　多摩帝国美術学校（現：多摩美術大学）
　　1947（昭和22）工芸部
　　1950（昭和25）造形図案科
　金沢美術工芸専門学校（現：金沢美術工芸大学）
　　1946（昭和21）漆工科、金工科
　　1955（昭和30）産業美術学科工業意匠

　これに対し、工学の一分野としてデザイン教育を開始し
た東京高等工芸学校（現：千葉大学）や京都高等工芸学校
（現：京都工業繊維大学）では、工芸教育を行うことなく、
デザイン教育を開始している［注13、14］。

　東京工業学校（現：東京工業大学）
　　1897（明治30）工業図案科
　　1914（大正3）廃止　
　東京高等工芸学校（現：千葉大学）
　　1921（大正10）工芸図案科
　京都高等工芸学校（現：京都工芸繊維大学）　
　　1902年（明治35年） 図案科
　
　東京美術学校において1889年に専修科美術工芸部が
開設された当時、日本において工芸と言う言葉は、工業と
近い意味で使用されたともいわれる。これに対して、美術
工芸の概念は1877年から1903年までの間、計５回に
わたって開催された内国勧業博覧会や、当時日本政府が工
芸品輸出の場とした万国博覧会における貿易拡大を目的に、
「美術としての工芸」として実用品を対象とした工芸とは
区別する意味で形成されたといわれている（注15，16）。
このことから、専修科美術工芸部における工芸教育では、
貿易振興策などを目的とした美術品のための工芸教育が重
視されていたと考えることができる。
　一方、東京美術学校ではデザイン教育の始まりとも言わ
れる図按科を1896年に開設している。しかし、当時の図
按は『温知図録』（注16）に見られる美術工芸品としての
陶芸品（図３）や織物の図案などが主であったとされ、美
術工芸品の下絵としての図案教育が重視されていたことが
考えられる。
　これに対し、東京工業学校の工業図案科では、1897年
の開学当初から陶磁器における銅版転写法や石版転写法に
向けた教育が行われ（注17）、さらに英語のパンフレット
には「Industrial Design」との表記もあったといわれ（注
18）、産業における量産を前提としたデザイン教育が開始
されたことが示唆される。
　以上から、我が国の工芸教育は輸出振興を目的とした美
術工芸から開始され、デザイン教育も当初は美術的工芸品
のための図案から開始されたものが、工業製品としての量
産も視野に入れた教育へと変化したと考えることができる。

４．工芸教育とデザイン教育の現状

４－１　科目構成
　現在の工芸教育とデザイン教育の関係について、両教育
においてともに長い歴史をもつ、東京芸術大学と金沢美術

図１　�伝統工芸を取り入れた
「ななつ星」の内装

（出展）ななつ星ギャラリー：
https://nanatsuboshi-gallery.jp/user_data/
artists_detail.php?artist_id=109

図２　自由に曲げて使用できる錫の籠
（筆者撮影）

図３　�美術的工芸品としての陶器（左）
とその図案（右）

（出展）明治デザインの誕生調査研究報告書『恩
地図録』
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工芸大学の公開された科目概要から考察する。
　東京芸術大学の工芸科では、基礎的な造形力や、芸術に
おける表現技法や価値観の理解を目的に、1年次に工芸の
基礎実技に加えて絵画実習や塑像実習が課される。また、
木材をテーマとした素材表現演習では、木材を出発点とし、
素材的、工作的特性を理解しながら、造形作品を制作する
なかで、様々な工程を通して、木材の性質、技術の意味、
作品表現について認識を深める。その後、２年次では実材
を使った実習制作として、彫金、鍛金、鋳金、漆芸、陶芸、
染織から３種類選択する実習制作が課され、３年次以降の
専攻へと繋げている［注８、19］。
　一方、東京芸術大学のデザイン科では、1年次にデッサ
ン・塑造の基礎実技に加えて表現力・造形力・観察力の育
成 を 目 的 と し た デ ザ イ ン 技 法 が 課 さ れ、 合 わ せ て
Illustrator・PhotoshopといったPCスキルや石膏によ
るキャスティング技術といった量産技術の修得も課される。
その後、２年次では生活に関わる衣・食・住・遊を主題と
した６課題のデザイン演習により発想力・計画力・造形力・
伝達力を育成することが目標とされる。さらに、３年次で
は社会・都市・情報をテーマとした演習が課されている［注
９、19］。
　これに対し、金沢美術工芸大学の工芸科では、新しい工
芸の世界を切り拓く人材の育成に向けた表現力と創造性の
育成が目標とされ、1年次では、伝統技法や素材について
の学習により、工芸に対する基礎的な知識や技術を修得し、
２年次以降の工芸の各分野の専門演習へと繋げている［注
20，21］。
　一方、金沢美術工芸大学の製品デザイン科では、知性と
感性豊かなプロのデザイナーを目指し「手で考え、心でつ
くる」ことが目標とされる。1年次では社会的ニーズに応
える広い視野と解決力、コミュニケーション能力、時代に
敏感な創造性と造形力の養成が課され、２年次以降のデザ
イン演習へと繋げている［注21，22］。
　なお、金沢美術工芸大学では、工芸科とデザイン科の両
方に２年次においてデザインプロセスという科目が設定さ
れている。本科目において工芸科では、工芸におけるデザ
インの一連のプロセスを理解した上で、プレゼンテーショ
ンを中心に学び、現代社会における工芸の役割と、工芸表
現の広がりや可能性を考察するとされる。一方、デザイン
科では、金沢の和菓子店における和菓子の買い方、売り方、
食べ方の新しい体験のサービスデザインとして、フィール
ドワークから着想を得ることが課される。このことから、
両学科においては、同じ名称の科目においても、教育の目
的は異なることが示される。
　以上のように、東京芸術大学と金沢美術工芸大学の工芸
科では、１年次に造形や素材加工の基礎を学び、２年次以
降に素材ごとの継承された技法の修得が課される。またデ
ザイン科では、1年次に造形力訓練に加えてデザインに必
要とされる各種の知識や技術を学び、２年次以降に提示さ
れたテーマに対応するデザイン演習が課される。同様の教
育構成は、同じく工芸学科と生産デザイン学科を持つ多摩
美術大学身にも見られる［注23，24］。また、武蔵野美
術大学では、工芸工業デザイン学科として２年次前期まで
は共通教育の後、２年次後期から工芸とデザインに分かれ
るコース設定がされるものの、それぞれのコースの選択時

における教育内容は同様となる［注25］。

４－２　教育目的
　大学における工芸教育は、伝統的な素材の特性や受け継
がれた加工法を学ぶ伝統教育と、作品を創作するために必
要な造形・表現力を養う造形教育から構成されるといわれ
る［注26］。前節に示した東京芸術大学工芸科の科目にこ
れを当てはめると、1年次に課される絵画実習や塑像実習
を通した造形・表現力の修得は造形教育、２年次に課され
る実材を使用した伝統的な加工技術の修得を目的とした演
習は伝統教育と考えることができる。また、前節に述べた
他の大学の工芸科においても同様の科目が確認できる。
　一方、デザイン教育においてもデッサンや色彩構成など
による表現力や造形力の育成は必要とされ、これらは工芸
科と同様に造形教育と考えることができる。これに対し、
東京芸術大学のデザイン科における、生活に関わる衣・食・
住・遊を主題としたデザイン演習において求められる計画
力や伝達力は、デザイン提案を行うための課題発見・解決
力の育成が目的である考えることができる。現在のデザイ
ンにおいて社会の問題に対する課題発見・解決力の育成は
欠かせないものとなっている。このことから、これらは造
形教育とは異なる課題発見・解決教育と考えることができ
る。また、他の大学のデザイン科においても同様の科目が
確認できる。
　図４に、前節に述べた東京芸術大学と金沢美術工芸大学
の工芸教育とデザイン教育の科目概要に見られるキ－ワー
ドを上記の伝統教育、造形教育、および課題発見・解決教
育の３分類に当てはめ、おおまかな履修年次とともに表し
た。工芸教育とデザイン教育の両方において、１年次から
２年次にかけて造形教育と考えられる科目が多く課され、
多くのキーワードも共通する。これに対して、工芸教育で
は２年次以降、工具管理や実材加工といったキーワードが
確認されるようになり、伝統教育科目が増加していること
が示される。一方、デザイン教育では、解決力や客観性と
いったキーワードが確認されるようになり、課題発見・解
決を目的とした科目が増加していることが示される。

図４　�工芸教育（左）とデザイン教育（右）の科目概
要に見られるキーワードの分類
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５．工芸教育とデザイン教育の学生作品

５－１．卒業制作展
　2018年1月から3月にかけて開催された東京芸術大学
の工芸学科とデザイン学科、金沢美術工芸大学の工芸学科
と生産デザイン学科、および千葉大学と静岡文化芸術大学
のデザイン学科における卒業制作展（学士過程）を調査し
た。
　表１に、東京芸術大学工芸科と金沢美術工芸大学工芸科
の卒業制作作品集（学部）（注27、28）から染織をのぞ
いた金工、陶磁、および漆工の作品の卒業制作展における
タイトル、筆者の視点により分類した造形作品における形
態のモチーフ、又はデザイン提案における提案目的、およ
び主に作品の外観に使用された材料を表す。なお、タイト
ルについて概ね10文字を超えるものは、修飾的な語句を
省き、作品の目的を表すと考えられる部分のみを記入して
いる。抽象的なタイトルのつけられた作品は、陶磁の一部
が実用性も備える器と分類されるものの、金工と漆工はほ
ぼ全作品が造形提案と考えられ、約半数が動物や植物をモ
チーフとし、他は抽象的あるいは幾何的な形態としている。
　表２に、東京芸術大学デザイン科、金沢美術工芸大学デ
ザイン科製品デザイン、千葉大学デザインコース、および
静岡文化芸術大学生産造形学科の卒業制作作品集（注27-
30）から、メディア、グラフィック、およびファッショ
ン提案などをのぞいたプロダクトデザイン、または立体造
形による作品を同様に分類する。東京芸術大学ではタイト
ルや形態から多くが造形提案として制作されるものの、他
の３大学では、生活用品、家具、モビリティー、および玩
具など製品化を前提としたデザインが多く提案されている。
また、千葉大学では農業や医療分野など社会システムに向

けたシステム提案と考えられる作品も見られる。
　素材について、工芸作品ではそれぞれの伝統工芸分野に
合わせた素材が伝統的な工法により加工される。一方、デ
ザイン作品では木材や金属に加えて、プラスティック、布、
粘土など様々な素材が使用され、加工に当たって３Dプリ
ンターやレーザー加工機などのデジタルファブリケーショ
ンを活用したと考えられる作品も見られる。
　以上から、工芸作品は伝統的な工法による素材表現や形
状表現が中心となる一方、デザイン作品では課題発見によ
り設定したテーマに対して、最適な素材、加工、および形
状表現による解決案を示したと考えられる作品が多く見ら
れる。なお、デザイン作品の一部には陶磁、和紙、および
竹など伝統工芸に用いられる素材を伝統的な技術で加工し
た作品も見られる。一方、工芸作品では、一部に新しい素
材の組み合わせや加工方法を試行したと考えられる作品が
見られるもの、製品化や社会システムを意識したと考えら
れる作品はほとんど見られない。

５－２．工芸作品の分類
　第３章に示したように、明治前期の美術工芸は、実用品
としての工芸とは区別される。また、その後、民芸運動の
中心人物となった柳宗悦による工芸分類においても、日本
の工芸は、鑑賞的工芸と実用的工芸の２種類に分類されて
いる（図５）（注26）。

鑑賞的工芸：伝統的な素材や手法を用いた、実用品として
の機能性よりも美術品としての美しさを追及した工芸作品
（図６）。
実用的工芸：伝統的な素材や手法を用いた、実用品として
の機能性と造形的な美しさの両方を備えた工芸作品（図７）。

表１　工芸教育における卒業制作
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　以上の分類を前提に、表１に示した工芸教育における卒
業制作作品を見ると、東京芸術大学と金沢美術工芸大学の
工芸科の卒業制作作品の多くは、実用品としての用途は有
さないオブジェであり、美術品としての美しさを追及した
鑑賞的工芸作品と考えることができる。

５－３．デザイン作品の分類
　デザインという言葉には、設計や製品意匠といった意味
に加えて計画や構想という意味もあり、表２に示したよう
に各大学のデザイン科の作品は多岐にわたる。
　また、第３章に示したように、日本の大学におけるデザ
イン教育は美術系と工学系に分類される。しかし、美術系
と工学系の両方において、製品デザインのための調査手法
やアイディア発想法としてのスケッチといった各手法を学
ぶ教育内容は同様となる。その一方、カリキュラム全体で
の教育内容には違いも見られ、工学系では美術系に比べ、
デザインにおける問題解決に科学的なアプローチを取り入
れた人間工学や材料工学などデザイン科学やデザイン理論
を扱う研究室も多い（注31）。さらに、近年では、各種の

分析手法を用いることで課題解決をおこないながら、ユー
ザー体験や社会問題の解決など「コトのデザイン」に焦点
をあてたデザイン思考教育も行われている。
　たとえば車のデザインにおいて、従来にない斬新なスタ
イリングのスポーツカーのデザイン提案は製品デザイン、
一方、都市交通における交通渋滞の緩和や地域住民の生活
に配慮した新しい移動手段としての車のコンセプトや技術
的ソリューションのデザイン提案はデザイン思考と分類す
ることができる。
　これに対して、特に美術系のデザイン教育においては、
美術的な美しさをもつ造形表現もデザイン教育の対象とし
て重視され、造形作品としての素材感や形状の美しさを追
及した造形デザイン作品も多く見られる。
　以上より、現在のデザイン教育における学生作品は製品
デザイン、デザイン思考、及び造形デザインの３つに分類
して考えることができる。

製品デザイン：おもに工業製品としての量産を前提とし、
商品としての市場性、ユーザーにとっての使用性、お

表２　デザイン教育における卒業制作

図５　柳宗悦による工芸の分類 図６　鑑賞的工芸作品例
（平成29年度東京芸術大学
修了作品展：筆者撮影）

図７　実用的工芸作品例
（静岡文化芸術大学学生作品）
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よび魅力的な造形の実現を目的としたデザイン提案
（図８）。

デザイン思考：おもに社会や産業における課題解決を目的
に、デザイン思考の各手法やデザイン科学を用いた分
析や考察などをベースとしたデザイン提案（図９）。

造形デザイン：おもに造形、素材感、および色彩などの工
夫による美しいオブジェの制作など、観賞用の立体造
形作品としたデザイン提案（図10）。

　表２に示した各大学デザイン学科の卒業制作作品を以上
のカテゴリーから分類する。東京芸術大学では上から“時
の留守”、“鳥を想う”とタイトルは抽象的であり、また形
態も家モチーフ、有機形態となっており、これらは造形デ
ザインと考えられる。一方、金沢美術工芸大学では、“食
器セット”、“スポーツギア”とタイトルからも製品デザイ
ンと考えられる作品が続く。これに対し千葉大学の“レン

タル移動機”は製品デザインである一方、形態研究である
“動態リソース”はデザイン思考と考えられ、静岡文化芸術
大学の“剛柔の美”は造形デザイン、“子供用シューズ”は製
品デザインと考えることができる。
　表３に、表２に示した作品を上記により筆者の視点から
分類した結果を示す。なお、タイトル、卒業制作展での説
明、および造形の印象などから、造形デザインを目指す一
方、製品としての実用性も考量したと考えられる作品は、
両方の欄に〇をつけた。東京芸術大学では造形デザインが
多くを占める一方、他の大学のデザイン科における卒業制
作作品の多くは製品デザインが中心となる。また、金沢美
術工芸大学では３点、千葉大学では６点のデザイン思考、
静岡文化芸術大学では１点のデザイン思考と６点の造形デ
ザインと考えられる作品が見られる。

表３　デザイン教育における卒業制作の分類

図８　製品デザイン作品例
（静岡文化芸術大学学生作品）

図９　デザイン思考作品例
（静岡文化芸術大学卒業作品集2018より）

図10　造形デザイン作品例
（静岡文化芸術大学卒業作品集2018より）
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６．工芸教育とデザイン教育

　表４に、第４章に示した工芸教育とデザイン教育の教育
目的による３分類と、第５章に示した工芸作品とデザイン
作品の制作目的による5分類の関係を示す。
　工芸教育において、鑑賞的工芸，実用的工芸に関わらず、
まず造形教育により表現力や感性を身につけた後、伝統教
育により受け継がれた知識や技術を修得することが重視さ
れる。
　一方、デザイン教育において，造形デザインでは素材や
制作方法は自由に選択できることから、造形教育による表
現力や感性の育生、製品デザインでは造形力に加えて社会
や市場における課題発見・解決、デザイン思考では、科学
的な分析を含む各種分析手法を活用した課題発見・解決が
重視される。
　これに対して、第２章で述べたクルーズトレイン「なな
つ星」は、日本では新しい旅行形態となるクルーズトレイ
ンというコンセプト提案と組子細工（図１）や伊万里焼と
いう伝統工芸の組み合わせが評価を得ている。これを表４
に当てはめると、クルーズトレインのコンセプトはデザイ
ン思考教育によるデザイン思考、組子細工や伊万里焼は伝
統教育による鑑賞的工芸や実用的工芸が対象とする分野と
考えることができる。また、第２章に例を示した錫の籠
（図２）についても同様にデザイン思考教育による課題発
見・解決と伝統教育による素材の理解や加工技術の組み合
わせと考えることができる。
　以上のような、伝統教育とデザイン思考教育の組み合わ
せによると考えられる作品は、今回調査した卒業制作展に
おいても見ることができた。表２の金沢美術工芸大学11
“ベル”では鋳物のストーリーを伝えることをコンセプトと
した真鍮鋳物のタイマー内蔵ベル（図11）、千葉大学13

“下駄印象評価”では表面に凹凸模様を施した杉の集成材に
よる下駄（図12）の着用時快適性研究、静岡文化芸術大
学13“KAGUYA”では千葉大学で開発された染色竹材（注
32）を用いた竹の照明器具（図13）が提案された。一部
の提案はまだ基礎的な研究段階であるものの、デザイン思
考により、真鍮鋳物、下駄、および竹細工といった伝統工
芸品と新しい技術やデザインソリューションを協働させ、
新たな伝統工芸品の可能性を示した提案と考えることがで
きる。

７．おわりに

　本稿では、大学における工芸教育とデザイン教育の現状
について、歴史、科目構成、および学生作品を調査し分類
することで、両教育の関係について考察した。科目構成に
おいて、形を考え表現するための造形教育は両教育におい
て共通するものの、伝統的な技法の修得を主な目的とする
伝統教育を重視する工芸教育と、課題発見・解決を重視す
るデザイン教育の内容は大きく異なった。
　一方、近年注目を集める伝統工芸とデザインの協働によ
る商品には、伝統技術に新しい商品コンセプトや技術的な
ソリューションを組み合わせることで、現代の消費者の
ニーズに合わせたものが多く見られる。これに対し、今回
の調査ではデザイン教育による作品の一部に、伝統工芸の
技術を前提に、デザイン思考による課題発見・解決を図ろ
うとする提案が見られた。
　今後、今回明らかにした視点をもとに、今回の４大学に
加えて、より多くの大学の年度ごとの変化も含めた調査を
行いたい。また、伝統教育、造形教育、および課題発見・
解決教育の組み合わせに関する試行を行うことで、新たな
教育法の開発につなげたいと考えている。
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